
令和８年度（２０２６年度）２学期重点項目 

令和８年（２０２６年）８月２５日 校長 草野 貴光 

キーワード「仕事力を高める」（料理に学ぶ、企画力・応用力・段取り・判断力・デザイン力） 

 料理には、予算を管理しての買い物から始まり、誰が食べるのかで料理の志向や味つけ、どれく

らい火を通すのか、数種類の料理を作る順番、きれいに盛り付けて食欲を増進させる等の様々な学

びがあり、それは、私たちの仕事も同様です。そこに学び仕事力を高めることにつなげます。 

 

１ 経営目標の達成のための、２学期の学校経営における重点項目 

（１）スクール・ミッション、スクール・ポリシーの実現 

   → グラデュエーション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーを

意識した授業と教育活動、進路保障 

（２）生徒・保護者（家族）の理解を図る 

   → 生徒とともに生徒の成長を知り、強み（良さ）に気づき、さらに伸ばす指導 

     生徒と保護者、先生自身の困り感を正しく理解、組織的に対応 

（３）生徒との適切なコミュニケーション 

   → 生徒と保護者に敬意を持ち、認識の齟齬がないように思いを交わす 

（４）生徒と教職員が心身ともに健康な生活を送る 

   → 日常に感謝、足るを知る、元気が一番 

     夢を持って挑戦する 

（５）学習指導要領に沿った指導と評価の一体化の実践 

   → 授業改善に学習評価を活用、指導方法と評価方法の工夫 

（６）不祥事を起こさない 

   → 人権感覚の醸成、互いを尊重、風通しの良い職場環境を実現 

     生徒と保護者に敬意をはらう 

（７）働き方の点検と工夫、衛生管理の充実（年休取得１５日以上／年の達成） 

   → 協働、自己研鑽、報告・連絡・相談は積極的に業務を進める 

 

２ 学校の改革・活性化の柱 

 職場のモットウ「元気に、明るく、楽しく」 

（１）生徒一人ひとりを理解し、個性を知り、伸ばす教育を実践する。 

（２）学習の基礎基本から、発展させ、生徒をワクワクさせる。 

（３）生徒・保護者・地域の期待を理解し、連携して目指す生徒像の実現に努める。 

（４）すべての校務において互いに共有し、協働する。 

※ 自分の課題に自分で気づけば、解決に近づいている。正しく言語化し改善する。 

 


